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試験の流れ 

振動試験後の空気漏れの有無を確認する試験をご紹介いたします。 

振動試験後の気密性確認試験 

Cat.No 3E6J-022-00-190627 

 気密性の求められる製品に対し、振動の促進試験を行い、経年劣化による気密性の低下の発生有無を調査いたします。 
振動試験後に製品の割れや破損などにより空気漏れがあった場合、漏れ箇所を特定し、時間経過に伴う圧力低下の程度
を確認いたします。 

気密性確認試験のイメージ 

試験方法について 

エアー導入部分、継手の接続等を含め、ご要望の目的に応じた試験方法を提案いたします。
エアー配管、ホース、レギュレーター、圧力ゲージ、バルブなど手配いたします。

気密性確認試験時の接続例 

試験前 

気密性確認試験 

（漏れがないことを確認） 

振動試験 

試験後 

気密性確認試験 

（漏れがないか確認） 

不合格の場合 
・漏れ箇所の特定
・時間経過による圧力低下量の確認

配管エアー供給

コンプレッサー

圧力ゲージ
（目標の圧力に設定）
→時間経過とともに

圧力の低下がないか確認する

供試品

環境温度コントロール 

  当社の振動試験機にはチャンバーがついており、試験中の環境温度をコントロールできます。対応可能な温度範囲は、 
-70℃～+180℃です。

＊ 当社では、様々な環境下での振動試験を承っておりますので、お気軽にお問い合わせください。 
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